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中学生・高校生の携帯電話利用に表れた
コミュニケーション・ルール（５）
─ 「社会調査及び実習1」2016による調査をもとに ─
Communication rules which appeared by the usage of mobile 
phones in the students of junior high school and high school
─ Based on the research of the Social Research Training Course I , 2016 ─
藤本　一男・山尾　貴則
概　要
　本稿は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習1」で実施された調査の報告である。調査
のテーマは中学生、高校生の携帯電話利用実態の把握であるが、以前（2012～2015実習）と同様にそれらを踏
まえながらも更に「携帯電話利用の中からどのようなコミュニケーション・ルールが見出されるか」を中心的な調査
課題にしている。2014調査からは、LINE利用に関する質問を追加することを行い、対面／非対面コミュニケー
ションの選択が、性別や学年（年齢）といった回答者属性によるものと、LINEなどの利用非利用によるものに区分
できる可能性を検討してきた。今回は、年次変化への分析を踏まえてその影響の評価の仕方を検討する。
　KEYWORD: 中学生、高校生、携帯電話、ケータイ、スマホ、LINE、友人、価値観、マナー
１　調査の概要
1.1　調査の目的
　本調査は、本学人間文化学部で開講されている「社会調査及び実習１」という科目における学生
実習として実施された。調査のテーマは中学生高校生の携帯電話利用実態把握である。2012実習
から、「携帯電話利用の中からどのような友人観や友人との関係の取り方、そしてコミュニケーション・
ルールが見出されるか」を中心的な調査課題とすることにしている１）。そして、2014年度よりLINEの利
用をめぐった設問を設け急速に拡大しているLINE利用とコミュニケ シーョン・ルールの関係に注目した。
　昨年度（2015年度）までは、この流れで、2012、2013、2014、2015と四年間にわたって電子デバイス
が生活と一体化している状況での生徒たちのコミュニケ シーョン・ルールの発見を試みてきた。
　しかし、ここにきて、急速なスマ トーフォンの普及とLINEコミュニケ シーョンの広がりを前に、あらため
て、LINEを中心にした現状把握が必要であるという認識にたち、調査内容を再構成することにした。
　2016年度調査の最大の特徴は、LINEに特化した設問を用意したところにある。多くの調査からも
明らかなように、今日、中学生、高校生にとって、LINEはデフォルトのコミュニケ シーョンツー ルである。
　更に、事前調査の中で、「LINE民」という言葉にあらわされるようなネット・コミュニ
ティのあり方の「変化」が存在していること２）、そこへの帰属意識が話題になり始めてい
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るという議論があったため、今回は、LINEの利用状況を確認することにした。
1.2　調査の対象
　今回も、2007年以降、継続して調査にご協力いただいている宇都宮市内の中学校と高等
学校に今回も協力を依頼した。それぞれ１校ずつである。
　回答者数（回収数）は、合計で1357レコード（読み込みデータ）である。その中で、学
年不明11、性別不明 36（両者に重なるもの５）。よって有効回答は、1315レコードとなる。
詳細は、2.1の回答者属性を参照。更に質問ごとに、シングル・アンサー（SA）であるに
もかかわらず複数回答（MA）しているものは、NA（無効）として処理した３）。
1.3　調査の期日
　中学校、高等学校が夏休みにはいる直前のホームルームを使って調査していただいたた
め、2016年の７月の上旬の夏休み前のホームルームに実施している。それに間に合うよう
に６月末日には、調査票など必要なものを当該校に持ち込んだ。
1.4　調査事項
　今年度の調査票は、冒頭で述べたように、LINEの利用実態調査用に作り直している。回答者属性
として性別と学年を聞き、設問は問１～問19で構成されている。調査票は、Ａ－１に添付されているの
で実際の質問内容はそちらを参照されたい。更に、2012年以降の調査票の設問対応表も添付してあ
るので2012～2015調査との対比も明らかになっている（Ａ－４「2012年度以降の調査項目対応票」）。
　設問は以下のように構成され配置されている。
　１）回答者の基本属性として、学年、性別。
　２）問１　ネットサービスの利用状況（３つまでのMA）。問２では、コミュニケーショ
ンをとる手段を聞いている。
　３）問３　携帯電話の利用歴を聞いている。更に、問４でLINEを利用している否かを
確認の後、利用していないものは、利用してないことの不便を聞く問18、19へと飛んでいる。
　LINEを利用している者は、問５～問17を回答する。
　４）問５～問17　LINE利用に関する質問である。まず、問５でLINE機能のどれを利用
しているかを聞き、つづいて、連絡先としてのLINE IDの重要度を聞くために、クラスメー
ト、初めて知り合った人になにを伝えるかを聞いている（問６、７）。問８では、「ネット
上で知り合った人」からのLINE ID交換提案にどのように応答するかを聞いている。
　問９では、LINEに登録されている「友人」数を聞いた。問10では、そこに登録されて
いる人たちのなかで、どのような人たちを連絡をとりあっているのかを聞いている。
　つづいて、グループラインについての設問を用意した。
271
中学生・高校生の携帯電話利用に表れたコミュニケーション・ルール（５）
Sakushin Gakuin University Bulletin No.7 2017.3
　そこでは、いくつのグループラインに所属しているか（問11）、そのなかで一番規模が
大きいグループラインは、何人くらいのものであるのかを聞いた。
　問13では、昨年度も聞いたメッセージの形態についての質問である。
　問14、15は、どのくらいのタイミングで返信するか（問14）、どのくらいのタイミングで
の応答を期待しているか（問15）を聞いている。これは、昨年、一昨年との比較が可能である。
　最後に、LINEを使っていて困った経験の有無を聞き（問16）、その困った内容について
回答してもらっている。
1.5　調査の方法
　準備された調査票を用いて、中学、高校の各クラスのホームルームを使って調査してい
ただくべく担任の先生に調査手順書をお渡しし実査をお願いした。すべての調査が終了し
たのち、中学校、高校ごとに回収にうかがった。
　なお、調査実習の一部として、各校への調査協力の「依頼状」の作成を行い、その書面
を用いた実施協力依頼を行ったのは例年と同じである。
1.6　集計及び結果の公表
　本論文によって、データの詳細集計を含めた報告を行っている。単純集計の一覧は、Ａ
－３に添付されている。
２　調査の分析
　分析の全体報告は別途PDFで提供しているので、ここでは今年度の特徴的なものをあげている。
2.1　回答者属性
　集計の詳細はＡ－３の表「回答者属性」を参照。このデ ターをもとに学年と性別について作成した図
を以下に示す。学年の人数、性別の分布など、女性の方が若干多いが、ほぼ同程度であると評価する。
図１　回答者属性
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2.2　ネット・サービスの利用状況
　まず最初に問１で、どのようなネット・サービスを利用しているかを聞いている。ここ
での回答は、ケータイなどのモバイル・デバイスにかぎらず、パソコンからの利用も含め
て聞いていることになる。
　中学生、高校生に共通なのは、LINEとメールの利用である（LINE 75.7% 昨年68.4% 
メール 25.3% 昨年45.6%）。Facebook、mixiなどのSNS系は、ほとんど利用されていない
（Facebookは4% 昨年6.7%）。なお、Twitterの利用は、全体では51.9% 昨年42.7%。高校生
では約77.1％（昨年74.6%）の利用があるが、中学生では、22.6％（昨年32.5%）しかない。
　ここでのサービス利用度を、総務省の情報通信利用状況のデータやベネッセなどの調査
を比較すると、LINEの利用率の高さは同程度であるものの、Facebookやtwitterの利用率
は昨年どうよう極端に低い。
　ここでInstagramの利用率をみると（図３）、明らかに女子生徒の利用率が男子生徒を
うわまっている。１位のLINE、２位のTwitterも、女子の利用率が男子のそれをうわまっ
ているのだが、Instgramにみられるような「差」にはなっていない。これは、Instagram
が女子生徒を中心に使われていることを示してる。
サ ビース
図２　ネットサービス利用状況　中学、高校
図３　Instagramの学年-性別利用率
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2.3　ケータイもしくはスマートフォンの利用期間
　「問３携帯電話の利用歴」から見える傾向は、従来と大きな変化はない（図６）。すなわち、
中学生のうちは、徐々に所持しはじめ、高校生になるとほぼ100％が所持する。中学生では、
女子の所持開始が男子より早く、また、多いということ。高校生は、ほぼ100％の所持と
はいえ、数％の生徒が使っていないということである。
　2012年度以降の中学生の所持率の変化を図７に示している。２、３年生の各年度ごとの利用
比率には上下があるものの、その前年の学年からは増加している。また１年生の利用率は毎年増
加していることが確認できる。今年度のデータでは、１年生と２年生の利用率は同じになっている。
　不所持の内訳をみると、2013年度までの調査では、不所持高校生は「自らの意思でもた
ない」というものであったが、2014年度以降は、「親の反対」という回答も現れていた。ただ、
高校生の不所持が合計で昨年度で８名しかおらず、割合を論じるには無理があるため設問
から除外している。なお、今年度は５名であった。
　高校生は、ほぼ全員が所持しており、中学生は、60.7%（昨年は48%）が所持している。また、
LINEの利用度なども、高校生はほぼ全員が利用している（99.3%）。そのため、LINEの利
用非利用がもたらす影響の検討については、中学高校全体を対象とするのではなく、中学
生データを分析対象とすることにする。
図６　携帯電話の利用歴
図５　LINEの学年-性別利用率図４　Twitterの学年-性別利用率
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2.4　LINE利用の現状
　LINE利用の現状は以下のような結果となった。高校生のほぼ全員がLINEを使っている。
中学生は半数強が使っている。未使用の生徒たちも、今後使いたいと回答ししている。
　続いて。登録「友だち」数、参加しているグループライン、そのグループラインの規模
についてみると、以下のようになる（図９～11）。
図７　中学生の携帯所持率変化
図９　LINEで友だち登録されている人数
図８　あなたはLINEを使用していますか
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　登録友達数に関しては、少ない人数（１～50人）ではばらつきがあるものの、200人以
上については、どの学年も同程度になっていることがわかる。
　グラフは掲載してないが、誰と連絡をとりあっているかを聞いている問10をみると、中
学生～高校生を通して、同級生、家族、以前の学校の友人が多数をしめている（Ａ－３
　基本集計表：問10参照）。この設問からは、身近な連絡対象を確認することはできても、
当初の目的であった、巨大ライングループとの接触は抽出できない。選択肢を再検討する
ことが必要である。
　所属（参加）しているグループラインの数は（図10）、１～20個の範囲では、中学生よ
り高校生のほうが覆い、とはいえ、21個以上では同じような傾向になっている。性別でみ
ると、女子のほうが利用数は多い。
　その所属しているグループラインの規模では（図11）、中学生より高校生が参加してい
るグループの規模が大きいとはいえ、規模がおおきな方では、大きな違いはない。この設
問は、今回はじめて設定したものであり、何人で区切るのがよいのかを含めて、今回の中
学より高校の方が、グループラインの活用はさほど活発ではない。
図10　あなたはいくつのグループラインに所属していますか。
問11　自分の所属しているグループラインで一番人数の多いものは何人くらいのものですか
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3.0　考察および課題
　ここまでで図を示しながら説明してこなったものの注目したい傾向について述べておく。
　LINEのIDの交換について、昨年度と比較した場合、「顔見知りとの交換」（2015年問６、
2016年問６）に関しては、全体でみると、75.2%（2015）から91%（2016）と15.8ポイント
増加している。これに対して「初対面の人との交換」（2015年問７、2016年問７）に関しては、
全体で、47.3%（2015）から38.9%（2016）と8.4ポイント減少。今年度初めてきいているが「ネッ
トで知り合った人」との交換に関しては、14.6%となっている。
　ここに見られるのは、LINEの日常化とそれにともなう、IDを大切にする意識の向上で
はないだろうか。この点については、今後も継続してみていきたい。
　さて、我々の調査でも、中高生にとってLINEは、日常コミュニケーションの必須の
アイテムとなっている。他方、他のSNS、例えばFacbookやtwitterの利用度は、昨年同
様、全国平均（総務省2016）よりも低い。Facebookは、16.8％であるが、総務省調査では、
23.0%である。Twitterの利用度は、51.8%に対して、総務省調査では、63.3%である。女子
生徒が男子生徒よりも利用率の高かったInstagramに関しては、25.5%に対して、総務省
調査も同じく24.5%であった。こうした傾向も、今後押さえていきたい。
　なお、一番の眼目であった、グループラインをめぐる調査は、予備調査的なものに終わっ
てしまったと言える。今回のデータをもとに、生徒たちのグループラインの利用状況につ
いて把握できる調査票を開発していきたい。
　今回、2012年からの調査項目の一覧を作成している。これをもとにした、経年変化の分
析も課題としていきたい。
■注
１）「このテーマは、受講生と行ったディスカッションから得られた、以下のような「仮説」から生
み出されたものである。すなわち、中学生、高校生にとって携帯電話は何ら特別なものではなく、
生活必需品であることは誰の目にも明らかである。デジタル・ネイティブ（幼少期からネット環
境が存在し、それらに慣れ親しんで育っている世代）という言葉さえすでに死後になりつつある
ような現在、中学生、高校生は「携帯電話でコミュニケーションすること」を「リアル」なコミュ
ニケーションと区別することなく、家族や友人やその他の人達とやり取りすることの一部として
ごく自然に行っている。だとすれば、携帯電話の使用実態から見出されるのは「携帯電話を使う
からこそ生まれる、特殊なコミュニケーションルール」なのではなく、「中学生、高校生が他者と
関わる際に用いているルールそのもの」なのではないだろうか（藤本・山尾 2013:205）。
　こうした「仮説」の下、これまでに実施してきた携帯電話利用調査を踏まえながら、中学生、高
校生における友人観、友人との関係の取り方、コミュニケーションルールを浮き彫りにすること
を目的として、調査をデザインすることにした。」（藤本・山尾 、2014:207）
２）Socila Native Life（2015）
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３）データチェックの過程で、シングルアンサー
（SA）の設問であるにもかかわらず、マルチ
プルアンサー（MA）の回答しいくつか見ら
れた。それらは誤回答ではあるものの、そこ
にどのような傾向があるのか、確認した。
　　もっとも顕著に、MA的回答が出現したの
は、問２「一番使われる連絡手段はどれです
か」である。「一番使われる」という文言に、
調査側は「一つだけ」という意味を込めたの
であるが（SA）、中学生がMAで回答してい
る（図参照）。
　　MA回答している回答は71件であり、全体
の5.4%である。学校別で見た場合、中学生
が53件（8.7%）、高校生が18件（2.6%）であ
る。明らかに中学生のMA率が多いが、図上
で囲まれた部分の上から３行で、中学生の36
件、53件の70%を占めている。内容をみれば、
１：電話、２：メール、３：LINEとなって
いるので、中学生では、まだ、この１や２と
LINEの併用が多いということと解釈さえる。
設問でSAであることを明示すべきであった。
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A-2　回答用紙（マークシート）
　今回も使用したのは、スキャネット株式会社の汎用マークシートシート（SN-0044）で
ある。これを、調査票の設問形式にあわせてカスタマイズを行っている。
・スキャネット株式会社 http://www.scanet.jp/
　Ａ５　10択、30問 SN-0044 （http://www.scanet.jp/items/sn0044.html）
　属性は、11桁数字のところを二ケタのみ利用し、一桁で学年を、もう一桁で性別を表
現している。
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A-4　2012年度以降の調査項目対応表
2016年度質問 回答選択肢 2015/2014年度質問 回答選択肢 2013年度質問 回答選択肢 2012年度質問 回答選択肢
問１．以下のうち、使
用頻度の高いインター
ネットサービスを３つ
マークして下さい。
1 メール　2 Twitter
3 Facebook
4 Instagram
5 LINE　6 Skype
7 ショッピングサイト
8 ネットオークション
9 何も使っていない
問１．以下のうち、使
用頻度の高いインター
ネットサービスを３つ
マークして下さい。
1.メール　2.Twitter
3.FaceBook　4.mixi
5.LINE　6.Skype
7.GOOGLE＋
8.GREE　9.モバゲー
10.何も使っていない
・使用頻度の高い順に
インターネットサービ
スを３つマークして下
さい。回答のうち10番
を選択する場合には、
０番をマークしてくだ
さい。（X1,X2,X3）
1.メール　2.Twitter
3.FaceBook　4.mixi
5.LINE　6.Skype
7.アメーバピグ
8.GREE　9.モバゲー
10.使っていない
問２．以下のうち、一
番使われる情報の連絡
手段（コミュニケーショ
ンを取る際に使われる
もの）はどれですか。
1 電話　2 メール
3 LINE　4 Twitter
5 Instagram
6 Skype　7 Facebook
8 SMS　9 その他
問３．携帯電話の使用
歴を教えて下さい。
1 半年未満
2 半年以上〜１年未満
3 １年以上
4 持っていない
問２．携帯電話の使用
歴を教えて下さい。
1.半年未満
2.半年以上〜１年未満
3.１年以上
4.持っていない
問１．ケータイもしく
はスマートフォンを使
い始めてどのくらい経
ちましたか。
1.半年未満
2.半年以上〜１年未満
3.１年以上
4.持っていない
問１．あなたは携帯電
話を持っていますか？
1 はい　2 いいえ
☆問１で１〜３と答えた
方は「Ａパ トー（問４〜）」
へお進みください。
☆問１で１〜３と答え
た方は「Ａパート（問
３）」へお進みください。
「1.はい」と答えた人は、
問２へお進みください。
「2.いいえ」と答えた
人 は、 問23へ お 進 み
ください。
問３．『問２』で携帯電
話をもっていない（「4.
持っていない」）とお答
えした方に聞きます。
何故、携帯電話をもっ
ていないのですか？
1.親に反対されたから
2.自分が必要だと思わ
ないため
問 ２．『 問 １』 で ケ ー
タイもしくはスマート
フォンを持っていない
（「4.持っていない」）と
お答えした方にお聞き
ます。何故、持ってい
ないのですか？
1.親に反対されたから
2.自分が必要だと思わ
ないため
問23．問１で携帯電話
をもっていない（「2.い
いえ」）とお答えした方
に聞きます。何故、携
帯電話をもっていない
のですか？（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.親に反対されたから
2.自分が必要だと思わ
ないため
3.経済的に料金を支払
えないから
4.進学したときに買っ
てもらえる約束だから
5.犯罪やトラブルに巻
き込まれたくないから
6.以前は持っていたが
親に解約された
☆「Ｂパート（問26〜）」
へお進みください。
☆「Ｂパート（問15）」
へお進みください。
■Ａパート携帯電話の
利用について
※以下での「連絡先」
とは、携 帯 電 話やス
マートフォンの電話番
号、メールアドレス、
SNSのアカウントのこ
とです。
■Ａパートケータイも
しくはスマートフォン
の利用について
以 下 で の「 連 絡 先 」
とはケータイもしく
はスマートフォンの
電話番号、メールア
ドレス、SNSのアカウ
ントのことです。
問２．あなたは顔見知
り程度のクラスメイト
から「メアド交換しよ
う」と言われました。
あなたならその人とメ
アドを交換しますか？
1.同性なら交換する
2.異性なら交換する
3.誰とでも交換する
4.交換しない
問４．あなたが使用し
ている携帯電話の機種
はなんですか？
1.スマー トフォン（iPhone、
androidなど）
2.ガラケー
問３．あなたは異性の
クラスメイトから「連
絡先を交換しよう」と
言われました。あなた
ならその人とどの連絡
先を交換しますか？
1.電話番号
2.メールアドレス
3.メールアドレス以外
のインターネットサー
ビスのアカウント
4.何も教えない
問３．友達の友達から
「○○さんから教えても
らったんですが〜」のよ
うに、友人が自分の連絡
先を知らない人に教えて
いた場合、友人の行為を
どう思いますか？
1.不快に思う
2.気にならない
3.事前に一言欲しかった
問４．あなたはLINEを
使用していますか。
1 使用している
2 使用していないが、
今後使用したいと思っ
ている
3 使用しておらず、今
後も使用したいと思わ
ない
問５．あなたはLINEを
使用していますか？
1.使用している
2.使 用していないが、
今後使用したいと思っ
ている
3.使用しておらず、今
後も使用したいとは思
わない
問４．あなたは同性の
クラスメイトから「連
絡先を交換しよう」と
言われました。あなた
ならその人とどの連絡
先を交換しますか？
1.電話番号
2.メールアドレス
3.メールアドレス以外
のインターネットサー
ビスのアカウント
4.何も教えない
問４．友達からあなた
と仲良しの子のアドレ
ス を 教 え て 欲 し い と
メールが来ました。あ
な た な ら ど う し ま す
か？
1.仲良しの子に連絡を
入れてから、アドレ
スを教える
2.仲良しの子に連絡を
いれないでアドレス
を教える
3.アドレスを教えない
※『問４』で２、３と
答えた方は『問18』へ
とお進みください
問６．あなたはクラス
メイトから「連絡先を
交換しよう」と言われ
ました。あなたなら、
その人とどの連絡先を
交換しますか？一つだ
けお答えください。
1.電話番号
2.メールアドレス
3.LINEのID
4.メー ルアドレス・LINE
以外のインター ネットサー
ビスのアカウント
5.何も教えない
問５．知り合ったばか
りの人に「連絡先を交
換しよう」と言われま
した。あなたならその
人とどの連絡先を交換
しますか？
1.電話番号
2.メールアドレス
3.メールアドレス以外
のインターネットサー
ビスのアカウント
4.何も教えない
問５．LINEの機能の中
でよく使用するものを
三つ選択してください。
1 トーク
2 グループトーク
3 無料通話
4 ビデオ通話
5 タイムライン
6 その他
問７．知り合ったばか
りの人に「連絡先を交
換しよう」と言われま
した。あなたなら、そ
の人とどの連絡先を交
換しますか？一つだけ
お答えください。
1.電話番号
2.メールアドレス
3.LINEのID
4.メー ルアドレス・LINE
以外のインター ネットサー
ビスのアカウント
5.何も教えない
問６．教える必要がな
いと思うものは何です
か。
1.電話番号
2.メールアドレス
3.メールアドレス以外
のインターネットサー
ビスのアカウント
4.すべて教える
問６．クラスメイト（顔
を知っている人）から
「LINEのIDを 交 換 し よ
う」と言われました。
交換しますか。
1 する
2 しない
3 他の情報（電話番号、
メールアドレス等）を教
える
問８．教える必要がな
いと思うものは何です
か。一つだけお答えく
ださい。
1.電話番号
2.メールアドレス
3.LINEのID
4.メー ルアドレス・LINE
以外のインター ネットサー
ビスのアカウント
5.全て教える
問５．あなたは友達と
メールしている最中、用
事などでしばらくメール
の返信ができなさそうに
なった場合、「○○だか
ら、またね」などのメー
ルを送りますか？
1.必ず送る
2.だいたい送る
3.あまり送らない
4.送らない
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問７．知り合ったばか
りの人（顔を初めて見
た人）から「LINEのID
を交換しよう」と言わ
れました。交換します
か。
1 する
2 しない
3 他の情報（電話番
号、メールアドレス
等）を教える
問９．「○○さんから教
えてもらったんですが
〜」のように、友人が
自分の連絡先を勝手に
知らない人に教えてい
た場合、友人の行為を
どう思いますか？
1.不快に思う
2.気にならない
問７．友達の友達から
「○○さんから教えても
らったんですが〜」の
ように、友人が自分の
連絡先を知らない人に
教えていた場合、友人
の行為をどう思います
か？
1.不快に思う2.気にな
らない
問６．友達とメールを
する上で、気をつけて
い る こ と は な ん で す
か？（MA）
1.友達を傷つけないよ
うな文章にする。
2.「○○さん、バカだ
なぁ」などと冗談で
書いた言葉が、冗談
ととってもらえるよ
うに顔文字や絵文字
をつける
3.誤字、脱字をしない
ようにする
4.受信したメールには
なるべく早く返信し
ようとする
5.あまりにも早すぎる
返信は友達に迷惑か
もしれないので、返
信するタイミングを
考える
6.あまりにも遅すぎる
返信は友達に迷惑か
もしれないので、返
信するタイミングを
考える
7.友達からの悩み相談
など、真面目な内容
のやりとりをしてい
るときには、顔文字
や絵文字を使わない
8.友達が何かしている
と思われる時間帯に
は、メールを送らな
い
問８．SNS（インター
ネット）上で出会った
人（顔を知らない人））
から「LINEのIDを交換
しよう」と言われまし
た。交換しますか。
1 する
2 しない
3 他の情報（電話番
号、メールアドレス
等）を教える
問10.『問９』でもし事
前に一言あった場合ど
う感じますか？
1.それならば不快に思
わない
2.それでも不快に思う
3.『問９』で気になら
ないと答えた
問８．『問７』でもし事
前に一言あった場合ど
う感じますか？
1.それならば不快に思
わない
2.それでも不快に思う
3.『問７』で気になら
ないと答えた
問７．あなたが好きな
人、あるいは付き合っ
てもよいと思っている
人から「あなたのこと
が好きです。つきあっ
てください」と、メー
ルがきました。あなた
は ど う 思 い ま す か？
（あてはまるもの全てに
マークをしてください）
1.嬉しい
2.直接いって欲しい
3.電話でいって欲しい
4.手紙でいって欲しい
5.メールだけは嫌だ
問９．LINEで友だち登
録されている人数はど
れくらいですか。【公式
アカウントは除く】
1 １人から10人
2 11人から25人
3 26人から50人
4 51人から100人
5 101人から200人
6 201人以上
問11．友達から、あな
たと仲良しの子の連絡
先を教えて欲しいと言
われました。あなたな
らどうしますか？
1.友人に一言入れて教
える
2.友人に一言入れない
で教える
3.教えない
問９．友達からあなた
と仲良しの子の連絡先
を教えて欲しいと言わ
れました。あなたなら
どうしますか？
1.仲良しの子に連絡を
入れてから連絡先を
教える
2.仲良しの子に連絡を
いれないで連絡先を
教える
3.教えない
問８．あなた自身が「あ
なたのことが好きです」
と、異性の友達に伝え
るとしたら、どのよう
に伝えますか？（あて
はまるもの全てにマー
クをしてください）
1.メールで伝える
2.電話で伝える
3.手紙で伝える
4.直接あって伝える
問10．友だち登録され
ている中でどんな人と
連絡を取りますか。多
いものから三つ選択し
てください。
1 幼稚園、保育園時代
の友人
2 小学校時代の友人
3 同級生
4 （高校生の方は）中
学校時代の友人
5 家族
6 知り合いの大人
7 SNS（インターネッ
ト）上で知り合った
人
8 その他
問12．あなたは友達と
メールなどをしている
最中、用事などでしば
らく返信ができなさそ
うになった場合、「○○
だから、またね」など
の連絡をしますか？
1.必ずする
2.ときどきする
3.あまりしない
4.全くしない
問10．あなたは友達と
メールなどをしている
最中、用事などでしば
らく返信ができなさそ
うになった場合、「○○
だから、またね」など
の連絡をしますか？
1.必ずする
2.だいたいする
3.あまりしない
4.しない
問９．『問８』で「1.メー
ルで伝える」を選択し
た方に伺います。メー
ルを使って「あなたの
ことが好きです」と、
伝える理由はなんです
か？（あてはまるもの
全てにマークをしてく
ださい）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.何気ないメールをし
ながら勢いやノリで
告白できるから
4.対面でいったり、手
紙で伝えたりするの
は古臭いから
5.文面をじっくり考え
られるから
6.もしフラれても、相
手の顔が見えないの
で辛くないから
7.メールで伝えたほう
が、気持ちがうまく
まとまって、伝わり
やすいと思ったから
8.顔文字や絵文字を使
えば、気持ちが伝わ
りやすいと思ったか
ら
9.メールなので、相手
が返事をじっくり考
える時間があるから
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問11．あなたはいくつ
のグループラインに所
属していますか。
1 １個から10個
2 11個から20個
3 21個から30個
4 31個から40個
5 41個から50個
6 51個から60個
7 所属していない
問13．友人からメール
やLINEなどのメッセー
ジなどが来たら、どれ
くらいのタイミングで
返信しますか？
1.すぐ（５分以内）
2.30分以内
3.１時間以内
4.１日以内
5.時間は関係ない
問11．友達とメールな
どをする上で、気をつ
けていることはなんで
すか？（あてはまるも
の全てにマークをして
ください）
1.友達を傷つけないよ
うな文章にする。
2.「○○さん、バカだ
なぁ」などと冗談で
書いた言葉が、冗談
ととってもらえるよ
うに顔文字や絵文字
をつける
3.誤字、脱字をしない
ようにする
4.受信したらなるべく
早く返信しようとする
5.あまりにも早すぎる
返信は友達に迷惑か
もしれないので、返
信するタイミングを
考える
6.あまりにも遅すぎる
返信は友達に迷惑か
もしれないので、返
信するタイミングを
考える
7.友達からの悩み相談
など、真面目な内容
のやりとりをしてい
るときには、顔文字
や絵文字を使わない
8.友達が何かしている
と思われる時間帯に
は、メールなどを送
らない
問10．『問８』で「2.電
話で伝える」を選択し
た方に伺います。電話
で「あなたのことが好
きです」と、伝える理
由はなんですか？（あ
て は ま る も の 全 て に
マークをしてください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かにみられると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.真剣さが伝わると思
うから
4.声で相手の反応がわ
かるから
5.フラれたとしても、
自分の気持ちは言い
切った気持ちになる
から
6.電話でいったほうが
気持ちが伝わりやす
いと思ったから
問12．自分の所属して
いるグループラインで
一番人数の多いものは
何人くらいのものです
か。
1 １人から10人
2 11人から25人
3 26人から50人
4 50人から100人
5 101人から200人
問14．友人へメールや
LINEなどのメッセージ
などを送ったとき、ど
れくらいのタイミング
で 返 信 し て ほ し い と
思っていますか？
1.すぐ（５分以内）
2.30分以内
3.１時間以内
4.１日以内
5.時間は関係ない
問12．あなたは相手の
寝ている時間を考えて
メールなどを送ります
か?
1.はい　2.いいえ 問11．『問８』で「3.手
紙で伝える」と選択し
た方に伺います。手紙
で「あなたのことが好
きです」と、伝えた理
由はなんですか？（あ
て は ま る も の 全 て に
マークをしてください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さを軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.メディアで下駄箱や
机に手紙をいれてい
るのをみて、真似し
てみたから
4.文字の丁寧さや、使
う紙で、真剣さが伝
わると思ったから
5.置手紙ができるから
6.「あなたのことが好
きです」と伝えると
したら、手紙のイメー
ジが強いから
問13．LINEのメッセー
ジで送るとき、最も送
る回数の多いものはど
れですか
1 スタンプのみ
2 字数の少ない（５文
字以下）メッセージ
3 顔文字、絵文字を使
用したメッセージ（１
文以上）
4 顔文字、絵文字を使
用しないメッセージ
（１文以上）
5 この中にはない
問15．友人と実際に会っ
ているときに、他の友
人からLINEやメールが
来た場合、あなたはい
つ返信しますか？
1.すぐに返信する
2.友人の見ていないと
ころで返信する
3.友人と別れた後に返
信する
問13．メールなどのや
り取りで内容が相手に
正確に理解されなかっ
たことがありますか？
1.はい　2.いいえ 問12．あなたは友人と
喧嘩をしてしまい怒って
お互い帰ってしまいまし
た。しかし、冷静になっ
てきて喧嘩をしたことを
謝り、関係を修復しよ
うと思いました。どのよ
うな手段を用いますか？
（あてはまるもの全てに
マークをしてください）
1.メールで謝罪する
2.電話で謝罪する
3.手紙で謝罪する
4.直接対面して謝罪す
る
問16．友人と実際に会っ
ているときに、その友
人がLINEやメールをし
ている場合、あなたは
どう思いますか？
1.不愉快に感じる
2.気にならない
問14．メールなどでし
か言えなかったことは
ありますか？
1.はい　2.いいえ 問13．『問12』で「1.メー
ルで謝罪する」を選択
した方に伺います。メー
ルで謝罪をする理由は
なんですか（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.面と向かわないでい
えるから、気恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.文面をじっくり考え
られるから
4.メールで伝えたほう
が、気持ちがうまく
まとまって、伝わり
やすいと思ったから
5.顔文字や絵文字を使
えば、気持ちが伝わり
やすいと思ったから
6.真剣さが伝わると
思ったから
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問17．あなたは相手の
寝ている時間を考えて
メールやLINEなどを送
りますか?
1.はい　2.いいえ 問14．『 問12』 で「2.電
話で謝罪する」を選択
した方に伺います。電
話で謝罪をする理由は
なんですか（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かにみられると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.真剣さが伝わると思
うから
4.電話でいったほうが
気持ちが伝わりやす
いと思ったから
問14．あなたは友人か
らのLINEのメッセージに
は、どれくらいのタイ
ミングで返信しますか。
1 すぐ（５分以内）
2 30分以内
3 １時間以内
4 １日以内
5 時間は気にしない
問18．メールやLINEな
どでしか言えなかった
ことはありますか？
1.はい　2.いいえ ■Ｂパートコミュニケー
ションについて
問15．あなたのLINEの
メッセージには、どれ
くらいのタイミングで
返信して欲しいと思っ
ていますか。
1 すぐ（５分以内）
2 30分以内
3 １時間以内
4 １日以内
5 時間は気にしない
問19．メールやLINEな
どで、相手に意図が伝
わらなかった経験はあ
りますか？
1.はい　2.いいえ 問15．あなたが好意を
持っている人から「好
きです」と告白される
としたらどの方法がい
いですか？（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.直接伝えてほしい
2.電話で伝えてほしい
3.手紙で伝えてほしい
4.メールなどで伝えて
ほしい
問15．『 問12』 で「3.手
紙で謝罪する」を選択
した方に伺います。手
紙で謝罪をする理由は
なんですか（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さを軽減されるから
2.直接いってるのを誰
かに見られると恥ず
かしいので、こっそ
り伝えられるから
3.文字の丁寧さや、使
う紙で、気持ちが伝
わると思ったから
4.文面をじっくり考え
られるから
5.真剣さが伝わると
思ったから
問16．LINEを使ってい
て困った経験はありま
すか。
1 ある　2 ない 問20．LINEなどで、メッ
セージの切りどきがわ
からないと思ったとき
はありますか？
1.よくある
2.ときどきある
3.あまりない
4.全くない
問16．あなた自身が「あ
なたのことが好きです」
と、相手に伝えるとし
たら、どのように伝え
ますか？（あてはまる
もの全てにマークをし
てください）
1.直接伝える
2.電話で伝える
3.手紙で伝える
4.メールなどで伝える
問16．友人とメールを
す る 際 ど ん な 内 容 の
メールをやりとりする
こ と が 多 い で す か？
（あてはまるもの全てに
マークをしてください）
1.互いの価値観など語
り合い共感する（例：「私
は○○だと思うのだけ
ど・・・？」「私もそう思う！」
2.同じ趣味の話題
3.お互いの毎日の行動
や感想（例：「今日は○○
して、とっても疲れた」）
4.共通の友人を傷つけ
てしまうような話題
（例：「○○のこと苦
手なんだよね」）
5.共通の友人を良く言う
話題（例：「○○さんのそ
ういうところ好き」）
6.約束を取り付けたり、
待ち合わせ
7.今の状況を伝える内
容（例：「○○なう！」、
「今○○してる」）
8.日記メー ル（長文で１日
の内容をつづったメー ル
例：「今日は○○にいって、
○○をしたよ。その後・・・」
交換日記のような内容）
9.リアルタイムで話して
いたことの続きをメー ル
でする（例：一緒に遊び
にいった後、その遊びに
いったことについて）
問17．『問16』で、困っ
た こ と が あ る（「1 あ
る」）とお答えした方に
お聞きします。具体的
にどんなことに困りま
したか。
1 既読スルー
2 勝手に知らない人が友
だち登録されてしまった
3 グループラインでの
いざこざ
4 メッセージの切りと
きが分からない
5 その他
問21．LINEやその他の
SNSでメッセージを送
るとき、最も送る回数
の多いものはどれです
か？
1.スタンプのみのメッ
セージ
2.「それな」（同意の
意味）、「りょ！」（了
解の意味）といった
字数の少ない（５文
字以下）メッセージ
3.顔文字・絵文字を使用
したメッセー ジ（１文以上）
4.顔文字・絵文字を使
用しない文字のみの
メッセージ（１文以上）
5.この中にはない
問17．『 問16』 で「2.電
話で伝える」を選択し
た方に伺います。電話
で「あなたのことが好
きです」と、伝える理
由はなんですか？（あ
て は ま る も の 全 て に
マークをしてください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かにみられると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.真剣さが伝わると思
うから
4.声で相手の反応がわ
かるから
5.フラれたとしても、自
分の気持ちは言い切っ
た気持ちになるから
6.電話でいったほうが
気持ちが伝わりやす
いと思ったから
問17．あなたは相手の
寝ている時間を考えて
メールを送りますか?
1.はい
2.どちらかと言えば、
はい
3.どちらかと言えば、
いいえ
4.いいえ
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以下は問４で2,3使って
いないと答えた方が回
答してください
問22．LINEやその他の
SNSの有料スタンプな
どを購入したことがあ
りますか？
1.よくある
2.ときどきある
3.あまりない
4.全くない
問18．『 問16』 で「3.手
紙で伝える」と選択し
た方に伺います。手紙
で「あなたのことが好
きです」と、伝えた理
由はなんですか？（あ
て は ま る も の 全 て に
マークをしてください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さを軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.メディアで下駄箱や机
に手紙をいれているのを
みて、真似してみたから
4.文字の丁寧さや、使
う紙で、真剣さが伝
わると思ったから
5.置手紙ができるから
6.「あなたのことが好
きです」と伝えると
したら、手紙のイメー
ジが強いから
問18．あなたは直接対
面で言いたいことを言
える方ですか？
1.はい
2.どちらかと言えば、
はい
3.どちらかと言えば、
いいえ
4.いいえ
問18．LINEを使ってい
なくて困った経験はあ
りますか。
1 ある　2 ない 問23．あなたは、平均
して一日どのくらい携
帯電話を使いますか？
1.30分未満
2.１時間〜２時間
3.２時間以上
問19．『問16』で「4.メー
ルなどで伝える」を選
択した方に伺います。
メールなどを使って「あ
なたのことが好きです」
と、伝える理由はなん
ですか？（あてはまる
もの全てにマークをし
てください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.メールなどをしなが
ら何気なく勢いやノ
リで告白できるから
4.対面でいったり、手
紙で伝えたりするの
は古臭いから
5.文面をじっくり考え
られるから
6.もしフラれても、相
手の顔が見えないの
で辛くないから
7.メールなどで伝えた
ほうが、気持ちがうま
くまとまって、伝わり
やすいと思ったから
8.顔文字や絵文字を使
えば、気持ちが伝わり
やすいと思ったから
9.相手が返事をじっくり
考える時間があるから
問19．今の学校で、新
しくできた友達とどう
やって友人関係を維持
していますか？（あて
はまるもの全てにマー
クをしてください）
1.メールのやり取りを
中心にして自分から
維持している
2.学校で直接話しかけ
て自分から維持して
いる
3.自分からメールを送
らないが、メールが
来たら返事をして維
持している
4.自分から話しかけな
いが、話を振られた
ら話を返して維持し
ている
問19．『問18』で、困っ
た こ と が あ る（「1 あ
る」）とお答えした方に
お聞きします。具体的
にどんなことに困りま
したか。
1 話題についていけな
い
2 連絡を取りにくい
3 その他
問24．日常生活におい
て、あなたは携帯電話
を何に利用しますか？
一つだけお答えくださ
い。
1.友人や家族などとの
コミュニケーション
2.娯楽として
3.調べもの
4.学習のため
5.カレンダーや時計の
代わりとして
問20．あなたは友人と喧嘩を
してしまい怒ってお互い帰っ
てしまいました。しかし、冷静
になって喧嘩をしたことを謝
り、関係を修復しようと思いま
した。どのような手段を用い
ますか？（あてはまるもの全て
にマー クをしてください）
1.直接謝罪する
2.電話で謝罪する
3.手紙で謝罪する
4.メールなどで謝罪す
る
問20．携帯電話なしで
も、今の友人達と同じ
友好関係を保てますか?
1.はい
2.どちらかと言えば、
はい
3.どちらかと言えば、
いいえ
4.いいえ
問25.以下のうち、あな
たが最も利用する携帯
電話の機能はどれです
か？一つだけお答えく
ださい。
1.メール　2.LINE
3.そのほかのSNS（twi
tter、facebookなど）
4.ゲーム
5.ネット検索
6.辞書・電卓
7.電話
8.音楽/動画鑑賞
9.スケジュール帳
10.時計/目覚まし時計
問21．『 問20』 で「2.電
話で謝罪する」を選択
した方に伺います。電
話で謝罪をする理由は
なんですか（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かにみられると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.真剣さが伝わると思
うから
4.電話でいったほうが
気持ちが伝わりやす
いと思ったから
問21．メールのやり取
りで内容が相手に正確
に理解されなかったこ
とがありますか？
1.はい
2.どちらかと言えば、
はい
3.どちらかと言えば、
いいえ
4.いいえ
■Ｂパートコミュニケー
ションについて
※Ｂパートは全員回答
してください。
問22．『 問20』 で「3.手
紙で謝罪する」を選択
した方に伺います。手
紙で謝罪をする理由は
なんですか（あてはま
るもの全てにマークを
してください）
1.面と向かわないでい
えるから、恥ずかし
さを軽減されるから
2.直接いってるのを誰か
に見られると恥ずかしいの
で、こっそり伝えられるから
3.文字の丁寧さや、使
う紙で、気持ちが伝
わると思ったから
4.文面をじっくり考え
られるから
5.真剣さが伝わると
思ったから
問22．メールでしか言
えなかったことはあり
ますか？
1.はい
2.どちらかと言えば、
はい
3.どちらかと言えば、
いいえ
4.いいえ
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問26．あなたが好きな
人に告白されるとした
ら、どのような方法で
告白されたいですか？
1.直接伝えてほしい
2.メールや電話で面と
向かわずに伝えてほ
しい
問23．『問20』で「1.メー
ルなどで謝罪する」を
選択した方に伺います。
メールで謝罪をする理
由はなんですか（あて
はまるもの全てにマー
クをしてください）
1.面と向かわないでい
えるから、気恥ずかし
さが軽減されるから
2.直接いっているのを
誰かに見られると恥
ずかしいので、こっ
そり伝えられるから
3.文面をじっくり考え
られるから
4.メールなどで伝えた
ほうが、気持ちがう
まくまとまって、伝
わりやすいと思った
から
5.顔文字や絵文字を使
えば、気持ちが伝わり
やすいと思ったから
6.真剣さが伝わると
思ったから
問27．あなたが好きな
人に告白するとしたら、
どのような方法で告白
しますか？
1.直接伝える
2.メールや電話で面と
向かわずに伝える
問24．あなたは直接対
面で言いたいことを言
える方ですか？
1.はい　2.いいえ
問28．あなたが友人に
謝罪されるとしたら、
どのような方法で謝罪
されたいですか？
1.直接伝えてほしい
2.メールや電話で面と
向かわずに伝えてほ
しい
問25．今の学校で、新
しくできた友達とどう
やって友人関係を維持
していますか？（あて
はまるもの全てにマー
クをしてください）
1.自分から働きかけて
維持している
2.相手からの働きかけ
で維持されている
3.維持する気はない
問29.　あなたが友人に
謝罪するとしたら、ど
のような方法で謝罪し
ますか？
1.直接伝える
2.メールや電話で面と
向かわずに伝える
問30．以下のうち、あ
なたがこれから使ってみ
たいインターネットサー
ビスはありますか？あて
はまるもの全てにマーク
してください。
1.メール　2.Twitter
3.FaceBook　4.mixi
5.LINE　6.Skype
7.GOOGLE＋
8.GREE　9.モバゲー
10.どれも使いたくない
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A-5　調査実習の過程
⃝ ４月～５月　先行する調査実習、とりわけ前年度の調査報告書を読み込み、実習のゴー
ルを整理する。この過程で実際にデータの整理をExcelを用いて行い、自分たちが収
集した調査データを処理する練習を行う。
⃝ ６月　調査のデザインし、調査票にまとめる。調査項目の全体像を把握するために、
マインドマップを活用する。またマークシート回答用紙の仕様書の作成、印刷の外注、
を行う。協力校である中学校、高校に事前の相談を行うが、その際に持参する「協力
依頼状」を作成する。この過程でガントチャートを用いたスケジュール管理（プロジェ
クトマネジメント）を学ぶ。
⃝ ６月末、各校に配布する調査用の封筒パック（担任の先生宛の協力依頼、手順書、調
査票、回答用紙）を準備し、打ち合わせに基づいて、期日までに搬入。
⃝ ７月20日前後、実査済の封筒パックを受け取りにいく。
⃝ その後、スキャナーを用いてマークシートをデータ化し、それをもとに、データの分
析に入る。
⃝ 11月12日、学園祭においてパネル発表。
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A-6　学園祭（「作新祭」2016年11月12日）での調査実習中間報告のパネル展示
